
企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
松浦 善広

風味を逃がさず、味を最大限に活かす！
当社は昭和23年に地元のさつま芋を原料に水飴の製造したことから始まり、現在は吉田町の銘菓「芋まつば（芋
けんぴ）」や「ポテトチップス」の自社製品の製造や、他者からのOEM製品を主体としています。設備投資によ
る生産性向上を図りつつ、国内産の原料を使用し、創業当時からの製法と味へのこだわりは変わらず持ち続けてお
ります。今後も、お客様の要望に最大限応えられるように、ヒト・モノに積極的に投資を行い、選ばれる会社を目
指して参ります。

2037年の売上高100億円達成に向け、原材料の調達力の安定化、
既存工場の生産設備の増強・生産工程の改善による生産性向上を
進めると共に、柔軟な働き方を導入し従業員の確保に努める。

・現在、大手小売業者数社からOEM製造の依頼や、当社製品の納
入についての依頼を受けているが、現状の当社の生産体制では安
定的な供給が困難なため、依頼を断っている状況にある。
・当社で使用している原材料は生産が限られていることに加え、
製品ごとに適した原材料も異なるため、生産量を拡大させるため
には、原材料ごとに適した製品に加工する体制が必要となる。

松浦食品㈲本社工場

〇本社所在地：

静岡県榛原郡吉田町住吉4060-2

〇事業概要：菓子製造業

〇常時使用する従業員：27名

（2025年2月時点）

〇現在の売上高：13億円

（ 2025年2月期）

〇法人番号：4080002014730

〇Web：

https://www.imomatsuba.com/

松浦食品有限会社（食料品製造業）

・対外的なPRや接触機会を増やし、採用活動に注力することで
2037年までに従業員規模を80人程度まで拡大させる。
・新たに雇用した従業員の戦力化を早めるためにも、生産工程や
社内業務のマニュアル化を推進する。
・生産体制を整備した後は、需要の大きい関東圏への営業活動や
対応力を強化することで、受注を拡大させる。

・既存工場の生産設備投資と生産工程の改善、新たな原材料の貯
蔵倉庫の建設を行うことで、自社の生産能力の増強を図る。同時
に、従業員の要望も聞きながら社内の勤務体制の見直しを行い、
生産設備の稼働率の向上を図る。
・調達可能な原材料に応じた製品の製造体制を構築し、会社全体
の生産量の増強を図る。



売上高100億円実現の目標と課題

・2037年の売上高100億円達成を目指す。
・創業からのこだわりの製法は残しつつ、検査工程といったDX化が可能な工程については積極的に設備投資を行い、生産性を向上させる。
・多様な働き方を検討し、従業員の意向に沿った勤務体制を整備することで従業員の採用を強化する。

100億
達成

松浦食品有限会社（食料品製造業）
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［人］［千円］ 売上と従業員の増加計画
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